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12
月
２
日
（
金
）、「
福
澤
諭
吉
第
61
回

全
国
高
等
学
校
弁
論
大
会
」が
大
分
県
中

津
市
で
行
わ
れ
、斎
藤 

未
来 

さ
ん
（
普

２
・
緑
が
丘
中
）が
出
場
し
ま
し
た
。斎

藤
さ
ん
は
「
背
負
う
べ
き
も
の
」と
い
う

テ
ー
マ
で
交
通
事
故
被
害
者
家
族
が
抱

え
る
苦
悩
を
救
済
す
る
体
制
作
り
が
今

の
社
会
に
必
要
で
あ
る
こ
と
を
熱
弁
し
、

見
事
に
優
秀
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

第
67
回
旭
川
市
児
童
生
徒
読
書
感
想
文
コ
ン
ク
ー
ル

（
兼
全
道
読
書
感
想
文
コ
ン
ク
ー
ル
応
募
作
品
審
査
会
）

に
お
い
て
、以
下
の
成
績
を
残
し
ま
し
た
。

　

旭
川
市
教
育
委
員
会
長
賞　

阿
部 

萌
音 

さ
ん（
普
１
・

北
門
中
）

　

優
秀
賞　

得
能 
夕
月 

さ
ん
（
普
１
・
愛
宕
中
）、太
田 

千
慧
子 

さ
ん
（
普
１
・
附
属
旭
川
中
）、佐
藤 

武
大 

さ
ん

（
普
１
・
啓
北
中
）、山
田 
俊
太 
さ
ん
（
普
１
・
北
門
中
）

　

全
道
応
募
作
品
（
旭
川
地
区
か
ら
10
点
）は
上
記
入
賞

者
及
び
、伊
藤 

洸
葵 

さ
ん
（
普
１
・
中
央
中
）、内
田 

華

央 

さ
ん
（
普
１
・
附
属
旭
川
）、佐
々 

木
朝
陽 
さ
ん
（
普

１
・
広
陵
）、鬼
頭 

謙
弥 

さ
ん
（
普
１
・
広
陵
）、松
本 

悠

理
乃 

さ
ん
（
普
１
・
附
属
旭
川
）で
し
た
。

　

12
月
11
日
（
日
）、Ｂ
Ｍ
Ｗ
広
島
総
合

グ
ラ
ン
ド
で
行
わ
れ
た
、高
円
宮
杯 

Ｊ

Ｆ
Ａ 

Ｕ-

18
サ
ッ
カ
ー
プ
レ
ミ
ア
リ
ー

グ 

プ
レ
ー
オ
フ
決
定
戦
で
京
都
サ
ン
ガ

Ｆ.

Ｃ. 

Ｕ-

18
を
Ｐ
Ｋ
戦
の
末
に
勝
利

し
、2012

年
以
来
11
年
ぶ
り
に
プ
レ
ミ

ア
リ
ー
グ
に
復
帰
を
果
た
し
ま
し
た
。

2023

年
度
は
、プ
レ
ミ
ア
リ
ー
グ
で
強

豪
と
の
対
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
す
。

2015

年
に
コ
ン
サ
ド
ー
レ
が
降
格
し

て
以
来
、北
海
道
か
ら
の
昇
格
で
す
。

　

部
長
・
酒
井 

柚
稀 

さ
ん
「
半
数
近
く

の
選
手
が
試
合
中
に
足
を
つ
る
ほ
ど
走

り
切
っ
た
こ
と
が
勝
ち
を
引
き
寄
せ
ま

し
た
。最
後
の
Ｐ
Ｋ
で
は
失
敗
の
イ
メ
ー

ジ
は
一
切
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。高
校
最

後
の
試
合
は
勝
っ
て
終
わ
り
た
か
っ
た

の
で
最
高
に
嬉
し
い
で
す
。後
輩
に
は
強

い
チ
ー
ム
と
の
戦
い
を
経
験
し
て
ほ
し

い
の
で
、い
い
プ
レ
ゼ
ン
ト
が
で
き
ま
し

た
。」

　

12
月
17
日
（
土
）ス
タ
ル
ヒ
ン
球
場
が

ス
キ
ー
場
に
変
身
す
る
「
ち
び
っ
こ
ス

キ
ー
場
」造
成
の
た
め
、野
球
部
40
名
が

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
参
加
し
ま
し
た
。球
場

レ
フ
ト
側
の
斜
面

を
利
用
し
て
作
ら

れ
る
特
設
ス
キ
ー

場
造
成
に
あ
た
り
、

グ
ラ
ウ
ン
ド
内
の

雪
を
集
め
、踏
み
固

め
て
い
き
ま
し
た
。

ち
び
っ
こ
ス
キ
ー

場
は
12
月
下
旬
か

ら
２
月
末
の
予
定

で
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

11
月
21
日
（
月
）・
12
月
８
日
（
木
）

の
２
日
間
、
毎
年
恒
例
と
な
っ
た
３
年

生
の
「
卒
業
献
血
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
「
卒
業
献
血
」
は
３
年
生
を
対
象
に
医

療
へ
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
、
血
液

が
不
足
す
る
こ

の
年
末
の
時
期

に
実
施
さ
れ
て

い
ま
す
。
２
日

間
で

100
名
以
上

の
生
徒
が
献
血

に
協
力
し
ま
し

た
。

　

第
17
回
北
海
道
小
・
中
・
高 

短
歌
コ

ン
テ
ス
ト
に
お
い
て
田
中 

優
月 

さ
ん

　

機
械
シ
ス
テ
ム
科

３
年
生
の
課
題
研
究

の
授
業
で
イ
ル
ミ

ネ
ー
シ
ョ
ン
を
設
置

し
ま
し
た
。
今
年
は

本
館
校
舎
の
ほ
か
に
、

第
二
校
舎
の
前
庭
に

も
装
飾
を
施
し
ま
し

プ
レ
ミ
ア
リ
ー
グ
昇
格

男
子
サ
ッ
カ
ー
部

11
年
ぶ
り

【ＰＫ戦結果】　５人全員成功！！

順 京都 本校（後攻）

① ○  ○ DF　荒谷　笙吉（普３・札幌平岡緑中）

② ×  ○ MF　樫山　一生（普３・札幌厚別北中）

③ ○  ○ DF　庄子　羽琉（普２・緑が丘中）

④ ○  ○ DF　長谷川　羽空（普３・苫小牧和光中）

⑤ ○  ○ DF　酒井　柚稀（普３・愛宕中）

　

続
い
て
行
わ
れ
た
第
68
回
青
少
年

読
書
感
想
文
全
道
コ
ン
ク
ー
ル
で
は

得
能 

夕
月 

さ
ん
が
「
北
海
道
教
育
文

化
協
会
賞
」（
特
別
賞
）を
受
賞
し
、12

月
４
日
（
日
）札
幌
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル

で
開
催
さ
れ
た
表
彰
式
に
参
加
し
ま

し
た
。全
道
各
地
の
審
査
を
通
過
し
た

684
点
の
中
か
ら
選
ば
れ
た
作
品
で
す
。

　

ま
た
、阿
部 

百
音 

さ
ん
、内
田 

華

央 

さ
ん
、山
田 

俊
汰 

さ
ん
が
優
良
賞

を
受
賞
し
ま
し
た
。こ
れ
ら
の
作
品
は

「
北
海
道
の
読
書
」（
￥1,000

）に
掲
載

さ
れ
て
い
ま
す
。

読書感想文コンクール

得能さん「北海道教育文化協会賞」を受賞

阿部さん、内田さん、山田さんは優良賞

（
普
１
・
春
光
台
中
）の
作
品
「
療
養
中

打
ち
上
げ
花
火
に
耳
す
ま
す
や
は
り
こ

の
眼
で
見
て
み
た
か
っ
た
」が
応
募
総
数

6,921

首
の
中
か
ら
佳
作
に
入
選
し
ま

し
た
。こ
の
作
品
は
12
月
３
日
（
日
）～

１
月
15
日
（
日
）ま
で
、北
海
道
文
学
館

に
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。ま
た
、２
次
通

過
作
品
と
し
て
、鎌
田 

隼
太
朗 

さ
ん（
普

２
・
鷹
栖
中
）、鈴
木 

美
冬 

さ
ん
（
普
２
・

当
麻
中
）、西
島 

実
優 

さ
ん
（
普
２
・
神

居
東
中
）、藤
澤 

香
惟 

さ
ん
（
普
２
・
佐

呂
間
中
）の
短
歌
も
併
せ
て
展
示
さ
れ
て

い
ま
す
。

た
。
遠
く
か
ら
で
も
よ
く
見
え
、
夜
間

の
癒
し
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

来
年
１
月
26
日
（
木
）
に
は
、
課
題

研
究
で
の
活
動
内
容
を
２
年
生
に
向
け

て
発
表
し
ま
す
。

福
沢
諭
吉
全
国
弁
論
大
会

 

斎
藤
さ
ん
優
秀
賞

北
海
道
短
歌
コ
ン
テ
ス
ト

田
中
さ
ん
佳
作
入
選

イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
設
置

機
械
シ
ス
テ
ム
科

３
年
生

　
　

卒
業
献
血

ス
タ
ル
ヒ
ン
球
場
で
　

　
造
成
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

野球部


